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は ， 平均粒径 で 無次元化 さ れ た境界変位 に対応 し た 不連続

面が発生す る 。   ひ ず み よ り変位 が 支配的 で ある 模型実験

・拘束が大 き い 模型実験 で は ，粒径 の 影響を考慮する 必 要

が あ る 。 （訳 ：杉本光隆） （英文 ， 図 ：12，参考文献 ：20）

中性子水分 コ ーン貫入試験装置の 開発と地盤の含水

量検層 へ の 適用につ い て

　　　　　　　柴 田 徹 ・三 村 衛 ・ア ブヘ イ ク マ
ー

ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ユ リバ ス タバ ・延 山政 之

キーワーズ ：含水比 ／技術開発／原位置試験／ コ
ー

ン 貫入

試験装置／速中性子線源 （Cf2i2）／中性子水分検層／非破

壊 試験／ He3 ガ ス 比 例計数管　IGC ： C3

　三 成分 コ
ー

ン 貫入試験機 に カ リフ ォ ル ニ ウム 線源 とヘ リ

ウム 検出管を内蔵 し た 中性 子 水分 コ
ー

ン 貫入 試験装置 （N

M コ
ー

ン ） を新 た に 開発 し た
。 NM コ ーン は先端抵抗， 周

面摩擦，過剰間隙水圧 と同時 に ，地盤 の 含水量 を深 さ方向

に 連続的 に 検層 す る こ と がで き る。こ の 試 験装置 の 特長 は，

取扱い の 簡便性 とサ ン プ リ ン グやボ ーリン グ に よ る 乱れ の

影響を除去 で き る こ とで あ る 。 本研究で は ， 室内チ ャ ン バ

ー
試験 に よ る較 正 試験 を実施 し， 試験装置固有 の 較 正 曲線

を決定 した 後 ， 三 箇所 にお い て 原位置試験 に適用 し た 。 そ

の 結果，い ずれ の 地 点 に お い て も水分 コ
ー

ン に よ っ て 計測

され た 地 盤 の 含水量 は サ ン プ ル を用 い て 室 内 で 測定 し た 結

果 と良好な
一

致 を示 し，水分 コ
ー

ン が 地盤 の 検層 手 法 と し

て 非常 に有効 で あ る こ とを示 し た。 （英文，図 ：15，参 考 文

献 ：8）

有限要素法 による砂地盤の 衝撃解析

　　　　　 Chaim 　J．　 Poran 　and 　Jorge　A ．　 IbOdriguez

キ ーワーズ ： 計算効率／砂質土／衝撃荷重／数値解析／塑

性／大変形／動的締固 め／有限要素法　IGC ： E2／E13

　乾燥 し た砂質地盤 にお け る 衝撃荷重 に よ る 動的締固 め 問

題 を地盤 の 大変形問題 と考 え，種 々 の 土質 モ デル と計算ア

ル ゴ リズ ム が適用可能 な二 つ の 既存 の 動的有限要 素解析

コ ードを用 い て，こ の 種 の 問題 に 対す る 砂 の モ デル 化 と計

算手 法 の 提案を中心 に 検討 を加 え た。地盤 の 大変形の 影響

と砂 の 塑性挙 動 を考慮 す る た め，有限 要 素 メ ッ シ ュ の 再 購

成 と地盤物性 の 見直 し ・再配分を実施す る手法を本解析 で

は採用 した 。 ま た ， 定式化 と解 の
一

致性 ・安定性に っ い て

は ， 収 束性 ・精度
・
計算効率 に 基 づ い て 検討 し， 実際 の 砂

地盤の 挙動を表現す る た め に用 い られ た砂 の モ デル 化 の 精

度 は ，種 々 の 室内実験結果 と比 較す る こ とで 評価 した。結

論 と し て は ， こ の 種の 地 盤 の 大変形問題 に 対 し て ， 本解析

手法 は一
般的な ガ イ ドラ イ ン を与 え ， 既存 の 土質 モ デ ル を

用 い て も，定式化
・
解析条件を工 夫す る こ とで 動的大変形

問題をシ ミ ュ レ
ー

ト可能な こ と を示 し た。 （訳 ：岩野顔 告）

（英文，図 ：8，表 ：1，参考文献 ：14）

84

砂の 衝撃挙動

　　　　　　　　　 Chaim 　J．　 Poran ．
　 King −Sen 　Heh

　　　　　　　　　　　　　 and 　 Jorge　A ．　 Rodriguez

キ
ー

ワ
ーズ ：エ ネ ル ギー／砂質土 ／衝撃荷重 ／弾性定数／

動的締 固 め 　IGC ：D9

　乾燥砂 を対象 と して ， lil形 の 鉄 製タ ン パ ー
を繰 り返 し落

下 させ る 室 内実験 を実施 し，衝撃時 の タ ン パ ー
加速度，土

圧 ， 沈下 量，密度 お よび 地 盤内ひ ず み の 計測結果 よ り， タ

ン パ ー
の 軍 さ， 落下 高 さ，接触面積 をパ ラ メーターと して ，

砂 地 盤 の 衝撃荷重 に 対す る 動的剛性率 を 評価す る手 法 を提

案す る。ま た動的剛性率を評価す る 上 で
， 衝撃時の 加速度

記録 を積分 して得 られ る変位 と衝撃応力 の 関係よ り決定 さ

れ る 動的沈 下 率 な る量 を新 た に導 入 し，動 的 沈下率 と砂地

盤 の 密度， 弾性係数との 関係 につ い て 議論 し ， ゆる い 砂地

盤 の 場合に は 両者の 問 に親密な関係が あ る こ と を示 し た。

しか し な が ら ， 密 な砂 地 盤 の 場合 に は ， 動的沈下 率 と弾性

係数 との 間 に は 明 りょ うな違 い が 認 め られ た。さ らに，衝

撃エ ネル ギーと砂 地 盤 の 締固 め量 との 問 に は，両者 に 適切

な正 規化を加 え る こ と で ユ ニ ーク な相関が 認 め られ ， 乾燥

した砂質地盤 の 動的締固め を実施す る 上で ， 提案す る手法

は 合理的な設計手法 として 採用 で きる。（訳 ：岩野 政浩 ）（英

文，図 ：13，表 ：2，参考文献 ：13）

ゆるい 砂地盤の 動的締固 め

　　　　　　　　　　　　　　Y ．K 　 Chow ，　 D ．M ．　Yong ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 K ．Y ．　 Yong 　 and 　 S ．L ．　 Lee

キー
ワ
ーズ ：固結化／ 砂 質土／砂／相関関係式／地盤改良

／動的締固 め／波動方程式　IGC ； K5／ K6

　木論文 で は ，

一
次元波動方程式 と標準貫入試験の 結果 を

用 い て ，ゆ る い 砂 地 盤 の 動的締岡 め を解析 す る 手 法 を示 す 。

本論文の 解析 モ デル に よ り，重錘 と地盤 の 相 互 作用， 重錘

の 貫入 に よ る 地盤 の 破壊，応力波の 伝播 な どを適切に シ ミ

ュ レ ートす る こ とが で き る。こ の モ デ ル を用 い て 2 つ の 現

揚計測事例 を解析した結果， 重錘 の 貫入 深 さ， 締固 め の 程

度や そ の 範囲が適切に予 測で き る こ とがわ か っ た。ま た解

析モ デル に よ る 計算結果 は ，
Skempt 〔）n （1986） や Peck

and 　 Bazaraa （1969）が提案 して い る相関関係式 を用 い て

予測 し た結果 と よ く 一
致 し た。Gibbs　and 　Holtz（1957）

の 関係式 は 動 的締固 め に よ る 砂 の 相対密度 の 増加 を過大評

価す る よ うで あ る 。 本論文 で 示 し た解析手法 に よ り， 動的

締固 め の 過程 が よ り明 ら か に なる と と もに 合 理 的な 動的締

固め を行 うこ とが で き る もの と思 わ れ る 。 （訳 ：西原 晃）

（英文 ， 図 ：9， 表 ：2，参考文献 ：19）

実際に 発揮 され る非排水せ ん断 強度の 不確実性

　　　　　　　　　W ．Tang ．〔｝．　 Mesri 　 and 　 I．　 Halim
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